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本稿は 2019 年 9 月 19 日に行われた岡山県 NIE 推進協議会主催大学セミナーでの発表に
本学部開設科目「教育における新聞活用の理論と実際」に関する内容を加筆し、再構成した
































































２ 受講生作成の新聞に見る初期 NIE 講義の成果 
 90 分一単位時間で開設された NIE 講義の成果をここではまず簡単に紹介し






































３ 60 分クォーター制によるカリキュラムの充実 
2015 年度より NIE 講義は岡山大学における授業改革の一環である「60 分ク
ォーター制」4のもとで実施されるようになった。講義の回数に変更はなく、授
業時間数が従来の 90 分講義の 1.5 倍になる計算である。当初のカリキュラム
構想の視点を維持しながら、次に詳述する新たな講義内容や学修活動を盛り込
むことで、講義にも NIE にも通底する課題が次第と明確になってくるのである。 
 変更点としてまず指摘したいことはフィールドワークの充実である。非常勤






























れているのであろうか。ここでは、平成 20 年および平成 29 年改定の学習指導
要領を検討の対象としたい。何故なら、前者以降の学習指導要領は従前のもの
と同様に、各学校の教育課程編成の際に「法的拘束力」をもつ基準である一方、
平成 17 年の教育基本法および平成 18 年の学校教育法改正後に公示されたこれ


























国語 社会 理科 生活 家庭 道徳 総合 特活 計 
19 15 2 1 1 1 2 2 43 
中学校 
国語 社会 美術 家庭 道徳 総合 特活 計  
15 6 1 1 1 1 5 32  



































































































１ NIE 講義において見いだされた課題と学習指導要領への対応の関連 
 改めてここで大学における NIE 講義の課題を確認したい。それは講義で提供















 しかしながら、この NIE 実践をさらに一般化するために不可避な根本矛盾を
新聞の教材活用に関する実践的検討　岡山大学教育学部開設講義「教育における新聞活用の理論と実際」の総括を中心に
─ 251 ─









 ここで使用した新聞は山陽新聞 2018 年２月 19 日朝刊（第 48409 号）一面「小













































































































































                                         
註 
1 https://www.okayama-u.ac.jp/tp/topix/topix_id186.html（2019 年 1 月 4
日閲覧）を参照 




u.ac.jp/tp/news/news_id5702.htm(2017 年 1 月 6 日閲覧)を参照のこと 
5 ここ数年は学校法人就実学園就実中学校における NIE 授業を参観している 







（2019 年 1 月 6 日閲覧）を参照。岡山県 NIE 推進協議会組織については
https://nie.jp/orglist/prefecture/?pref=30（2019 年 1 月 6 日閲覧）を参
照せよ。 
































16 文部科学省『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)』、2017 年、22 頁参照 
17 本文において紹介する大学実践には、先行するものがある。岡山県内の NIE
アドバイザーが呼びかけ人となり、二月に一回定例学習会を行っている「岡
山県 NIE 研究会」での先行実施がそれである（岡山県 NIE 研究会の詳細は山
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